
別記第６号様式 

地域再生プロジェクトの実施結果調書 

市町村名 訓子府町 

１ 地域再生プロジェクト実施結果（プロジェクト全体）                            （３年計画のうち２年目） 

実 施 主 体 
市 町 村 名：訓子府町 

民間団体名： 

計  １ 市町村 

     団 体 

  プロジェクト名：人づくり、モノづくり、元気なまちづくりプロジェクト 格差の分野：地域経済の格差 

地域重点プロジェク

トとの関連性 

■ 該 当 

□ 非該当 

◆地域重点プロジェクト名 

地域資源を生かした新たな観光の魅力づくりとプロモーション活動

の推進 

豊かな資源を生かしたオホーツク農業振興と体質強化 

◆主な取組 ◎地域資源を生かした新たな観光の魅力づくり、◎農業経営全般の

体質強化、◎「畑作経営」の体質強化、◎「畜産経営」の体質強化 

○地元食材を生かした食の魅力アップ 

○地域農業を支える担い手の育成・確保、○環境保全型農業の推進 

○農産物の付加価値向上、○自給飼料基盤の有効活用 

地域の課題及び 

地域再生プロジェクト 

の目標 

◆ 地域の課題 

本町は農業を基幹産業とする町で、名所・旧跡・景勝地や宿泊・受入れ施設などの観光資源が乏しく、観光面で条件不利地域にあるが、将来にわたって町民生活の安定

化と地域社会経済を維持していくためには、原動力となる人づくり、資源活用型産業の創出、農林業という自然産業や地域特性を生かした交流推進を図ることが大きな課

題となっている。 

◆ プロジェクトの目標 

①地域社会経済を支える人づくりと担い手確保、②農業農村資源等の活用、異業種連携による深みと広がりのある産業づくり、③地域イメージアップやブラ

ンド形成などによる町外者の入込み増加を図るなど元気な交流のまちづくり 

取組の成果 

住民等の評価  

①子どもも含め幅広い世代を対象とした人材育成事業や町民の主体的な活動に対する支援などが好評を得ている。②「農業の町」であるということを町民が再認識し、

後継者確保や生産基盤の確立、地産地消、農業資源活用など農業の高次化などに向け、町民の主体的な行動も起きつつあり、今後の発展に対する期待の声も多い。 

計画に対する達成度 人材育成や産業振興をはじめ地域づくりなどに対する町民の主体的で積極的な行動が起きつつあり、達成度は高い。 

具体的な効果 ①子どもも含めた幅広い人づくりや交流事業実施により、地

域ぐるみの取り組みにつながった。②町民参画型事業を行ったことにより、

町民交流が活性化するとともに、まちづくりへの関心・意欲が高まってきた。

⇒住民参画ビジョン策定。②本プロジェクトが直接、間接的に地域振興に結

びつく町民行動を促した。⇒チャレンジショップの開店、フリーマーケットの

開催、馬鈴しょ優良品種「スノーマーチ」の定着化と消費拡大運動の展開、

にんにく産地形成への取組開始、地元農産物を活用した食のメニューの提

供（ビストロ訓子府の開催）、町内農業者等の交流連携、ファーマーズマー

ケットの開業、町民提案事業の実現（乗合タクシー試験運行など）など。 

交付金支援期間終了時の成果目標に対する現時点での達成状況 

観光入込客数 …Ｈ19：68.7 千人⇒Ｈ20：61.5 千人⇒Ｈ21：70.3 千人 

⇒H22：72.0 千人           （目標～Ｈ23：74.0 千人） 

農業生産額…Ｈ18：10,750 百万円⇒Ｈ21：13,000 百万円 

（Ｈ23 目標 11.000 百万円） 



プロジェクト推進上

の課題・問題点 

課題点等 

①事業継続あるいは新規事業着手に伴う財源の確保、②新規学卒者の町外流出と人口自然減、さらに商店の後継者不在など、町の将来性を左右する

人口問題が深刻化、③経済のグローバル化に対応できる農業農村の確立、④観光資源が乏しい現実を踏まえ、農業農村資源の活用などによる交流人口

の拡大、⑤地域主権に対応した住民自治、町民参加のまちづくり 

 

課題を踏まえた今後の展開 

 ①ソフト事業に活用可能な基金造成等、②ｱ．中核都市と隣接した立地条件を活かした定住促進（夜間人口確保対策、定住を促す魅力あるまちづくりな

ど）、ｲ．町のブランドや特色を活かした交流活性化施策への取り組み、ｴ．消費実態を踏まえた商店街の将来ビジョンを明確にし、地域に見合った商業戦

略への取り組み、③農業後継者の確保・担い手育成、農産物等の生産振興と産地ブランド形成、農業技術の高度化、クリーン農業・エコ農業など特色ある

農業の展開、④農畜産物の直売・加工販売・特色あるメニュー作りなど、農業の高次産業化と農商工連携による新たな観光資源開発や交流機会の創

出、、⑤住民参画ビジョンの具現化、町内会などコミュニティ団体との連携、町民自らが企画する活動への支援、など 



２ 地域再生プロジェクト構成事業 

 
（１）実績額について 

No 

事 業 名 
実施 
期間 

年 次 事業費 

財   源   内   訳 

交付金 
要望額 

国庫補 
助金等 

道補助 
金 等 

市町村補助等 
市町村 
自己財源 

民間等 
自己財源 

その他 
実施主体名 補助金等 委託費 

１ 

姉妹町交流事業 

Ｈ21 全 体 計 画 ５，５９４   ３，１９５  １，７５７ ６４２  ３，８５０ 

～  初 年 度（Ｈ21） １，３０６   ９００  ４０６   １，３００ 

Ｈ23  ２年度目（Ｈ22） ２，２８８   １，２７５  ６７１ ３４２  １，７５０ 

町、姉妹町交流推進
協議会（住） 

  ３年度目（Ｈ23） ２，０００   １，０２０  ６８０ ３００  ８００ 

２ 

元気なまちづくり総
合事業 

Ｈ21 全 体 計 画 ３，０６８   １，５００  １，３４２ ２２６  １，５００ 

 

～  初 年 度（Ｈ21） ６４５   ５００  １４５   ４００ 

町、ファーマーズマ
ーケット夢ミール
（住） 

Ｈ23  ２年度目（Ｈ22） １，４２３   ５００  ６９７ ２２６  ８５０ 

  ３年度目（Ｈ23） １，０００   ５００  ５００   ４００ 

３ 

担い手育成事業 
Ｈ21 全 体 計 画 １０，１７４   ５，７５５  ２，４４４ １，９７５  ６，１００ 

町、農業担い手対策
推進協議会（住）、
㈱ﾉｰ ﾃ ﾞ ﾝ中山ﾌ ｧ ｰ ﾑ
（住）、きたみらい
農協（公）、産業後
継者教育推進協議会
（住）、４Ｈクラブ
（住）、町内青年（住） 

～  初 年 度（Ｈ21） ３，５２１   ２，６７９  ８４２   ３，２００ 

Ｈ23  ２年度目（Ｈ22） ３，４５３   １，４２６  ８０２ １，２２５  １，９００ 

  ３年度目（Ｈ23） ３，２００   １，６５０  ８００ ７５０  １，０００ 

４ 

農産物加工指導事業 
Ｈ21 全 体 計 画 １５２     １３７  １５ １００ 

  初 年 度（Ｈ21） １５２     １３７  １５ １００ 

町 
  ２年度目（Ｈ22）          

  ３年度目（Ｈ23）          

（単位：千円） 



５ 

食の安心・安全基盤
づくり事業 

Ｈ21 全 体 計 画 １，３００     １，３００   ７５０ 

～  初 年 度（Ｈ21） ２１９     ２１９   １００ 

町、農業振興連絡協
議会（公） 

Ｈ23  ２年度目（Ｈ22） ４８１     ４８１   ２００ 

  ３年度目（Ｈ23） ６００     ６００   ３００ 

６ 

地域資源活用事業 Ｈ21 全 体 計 画 ４，０１５   ２，１６４  ４００ １，４５１  ２，１００ 

町、きたみらい農協、訓

子府町商工会、訓子府

町産業観光振興協議会 

～  初 年 度（Ｈ21） １，２４０   １，１５０  ９０   １，２００ 

Ｈ23  ２年度目（Ｈ22） １，７７５   ４６４  ３１０ １００１  ７００ 

  ３年度目（Ｈ23） １，０００   ５５０   ４５０  ２００ 

７ 

まちづくり委員会活

動事業 

Ｈ21 全 体 計 画 ２，２５１   ６００  １，５６１ ９０  １，３００ 

～  初 年 度（Ｈ21） ７２７     ７２７   ７００ 

Ｈ23  ２年度目（Ｈ22） ７１２   １００  ５２２ ９０  ３００ 

町、町内会連絡協議

会（住） 
  ３年度目（Ｈ23） ８１２   ５００  ３１２   ３００ 

計 事 業 数［７］  

全 体 計 画 ２６，５５４   １３，２１４  ８，９４１ ４，３８４ １５ １５，７００ 

 初 年 度（Ｈ21） ７，８１０   ５，２２９  ２，５６６  １５ ７，０００ 

 ２年度目（Ｈ22） １０，１３２   ３，７６５  ３，４８３ ２，８８４  ５，７００ 

 ３年度目（Ｈ23） ８，６１２   ４，２２０  ２，８９２ １，５００  ３，０００ 

  



 
（２）実施内容について 

 

No 

 

事 業 名 計 画 内 容 年 次 実 施 状 況 効 果 ・ 課 題 今 後 の 展 開 

１ 姉妹町交流事業 

人・産業・文化などさまざ
ま交流を通じて交流人口の
拡大と地域のイメージアッ
プを図る。※交流事業の大
きな柱となる事業であり、
Ｈ21 から産業交流、H22 か
ら一般町民交流を追加 

初 年 度（21） 
高知県津野町との小学生短期交
換留学、産業交流等 
 

【効果】 
地域理解の向上、地域愛の醸
成、交流人口の拡大、農産物の
消費拡大、町のイメージアップな
ど 
【課題】 
町民交流の促進、高知県への町
のアピール（交流対象の拡大） 

 

２年度目（22） 
小学生の短期交換留学、産業
イベントへの参加、物産交
流、一般町民交流（21 人） 

【効果～追加分】 
町民の相互理解が深まった 
【課題】 
高知県への町のアピール（交流対
象の拡大） 

 

３年度目（23）   

◆町民レベルでの交流促進 
◆産業交流のさらなる活発化 
  高知市内アンテナショップでの
物販等 

２ 
元気なまちづくり総
合事業 

商品開発や新規事業への取
り組み、地域ＰＲ活動、地
域協働事業など、町民が自
ら提案する事業に対する立
ち上がりを支援。また、事
業の審査も町民代表者で行
う。 

初 年 度（21） 

特産品販売所の設置、地域交流
拠点形成、葬儀サポート事業開
始、子どもまつりの開催、食の伝
承「おばあちゃんの知恵袋」開催、
町民企画イベント（秋の子どもま
つり、産地情報発信事業）、地域
活性化システム研修参加 

【効果】 
地域力の向上、地元経済活性
化、世代間交流の活性化、地域
理解及び農業理解の深まりなど 
【課題】 
世代間・異業種間などを通じた町
民交流や町民力の発揮と行政と
のパートナーシップによる地域づく
り活動の定着化 

 

２年度目（22） 

ファーマーズマーケットの
立上げ支援、まちづくり先進
地視察研修（職員）、イメー
ジアップリーフレット作成、
子どもまつり開催、写真を活
用したまちづくり講座と写
真展の開催、食の伝承事業、 

【効果～追加分】 
地産地消を通じた地域内外の交
流の活発化、まちづくり推進力の
向上 
【課題】 
世代間・異業種間などを通じた町
民交流や町民力の発揮と行政と
のパートナーシップによる地域づく
り活動の定着化 

 

３年度目（23）   

◆産消協働の推進 
◆子どもから大人まで世代を超え
た町民交流のさらなる促進 

◆町民との協働によるまちづくり 
◆元気なまちづくり総合補助制度
の継続 



 

No 

 

事 業 名 計 画 内 容 年 次 実 施 状 況 効 果 ・ 課 題 今 後 の 展 開 

３ 担い手育成事業 

産業後継者育成や地域の人材
確保のため、町民等が参画し、
企画立案から事業実施まで行う
取り組みや農業青年が農業理解
やイメージアップなどに取り組む
活動に対し補助。 

初 年 度（21） 

農業担い手支援員活動支援、
農業実習生・農村交流体験学
生の受け入れ、農業生産法人
育成支援、農業後継者等の国
内外研修実施、産業後継者の
国内研修事業の実施（置戸町
との共同事業）、農業後継者
グループの活動支援など 
 

【効果】 
担い手支援体制の強化、町農業
に対する理解の深まり、産業後継
者及び地域の担い手の育成、青
年層における連帯感や地域貢献
意欲の醸成 
【課題】 
後継者の配偶者対策、酪農部門
の労働力確保、農商工連携強化
と広がりのある産業創出 

 

２年度目（22） 

農業担い手支援員活動支援、
農業実習生・酪農実習生の受
け入れ、農業生産法人育成支
援、農業後継者等の国内研修
等の実施、産業後継者の国内
研修事業の実施（置戸町との
共同事業）、4Ｈクラブ活動
支援、町内青年の研修活動支
援など 
 

【効果～追加分】 
酪農業の労働力確保 
【課題】 
後継者の配偶者対策、農商工連
携強化と広がりのある産業創出 

 

３年度目（23）   
◆農業担い手支援員の活動促進 
◆農業担い手研修の充実 
◆異業種交流の促進 

４ 農産物加工指導事業 

農産物加工指導の専門家による
農産加工講習会を開催し、新た
な加工品の開発、特色ある食の
メニューづくりなど、食の観光づく
りに結びつく事業を実施 

初 年 度（21） 

加工指導員配置による地場農産
物を活用した特色あるメニュー開
発と加工指導の実施 
 

【効果】 
地場農産物を活用したメニューの
普による農村生活の充実化と地
産地消に対する理解の深まり 
【課題】 
地産地消の発展的取り組み（他の
プロジェクト事業との連携） 

 

２年度目（22）    

３年度目（23）   

◆「食の安心・安全基盤づくり事
業」との連携による地産地消など
を内容とする交流プロジェクト事業
の実施 



 

No 

 

事 業 名 計 画 内 容 年 次 実 施 状 況 効 果 ・ 課 題 今 後 の 展 開 

５ 食の安心・安全基盤
づくり事業 

大学との連携により、食の安全・
安心基盤づくり、潜在的な農業資
源活用の発掘研究を実施 

初 年 度（21） 
北大訓子府サテライトの設置と農
業者との交流等 
 

【効果】 
サテライト研究を通じた地域農業
問題の認識 
【課題】 
農業者意識の把握、農商工連携
による地産地消の拡大と交流人
口発掘 

 

２年度目（22） 

北大サテライト研究員・農産
物加工指導員・農業者との連
携による地産地消・食等をテ
ーマに交流プロジェクトへ
の取り組み（農業者アンケー
ト、農業者間の意見交換会・
座談会の開催） 

【効果～追加分】 
農業者間の連携づくり、農業の高
次化への取り組み意識高揚 
食育活動組織「野菜倶楽部」の立
ち上がり 
【課題】 
農業者意識の把握、農商工連携
による地産地消の拡大と交流人
口発掘 

 

３年度目（23）   
◆農業者たちの構想具現化に向
けたバックアップ 

６ 地域資源活用事業 

農林業バイオマスの利活用によ
る地域循環型まちづくりの促進
や地域資源活用型の新たな観光
（交流人口拡大）開発などの調査
研究と取り組み支援 

初 年 度（21） 

環境保全型農業の推進（リーフレ
ット作成）、芋優良品種（スノーマ
ーチ）定着促進（ＰＲ活動、加工品
づくり）、観光物産活性化（飲食店
マップ作成、ホームページ作成）、
道内外における観光物産ＰＲ 
 

【効果】 
町及び地元農業のイメージアッ
プ、特産農産物の定着化、飲食店
の活性化、農商工連携の促進等 
【課題】 
農商工の連携強化、特色ある食
のメニュー開発など、地域資源の
さらなる活用と観光開発 
※農林業バイオマスの利活用に
ついては、新エネルギー関係プロ
ジェクト（緑の分権改革推進事業
の活用）で別途実施中 

 

２年度目（22） 

クリーン農業の推進、芋優良
品種の定着促進、ＰＲ用農産
物加工品（芋焼酎）の開発、
産業観光パンフレット作成、
都市住民への特産物等ＰＲ、
など 

【効果～追加分】 
町民力の向上 
【課題】 
農商工の連携強化、特色ある食
のメニュー開発など、地域資源の
さらなる活用と観光開発 
 

 

３年度目（23）   

◆特産農産物の消費拡大 
◆特色あるメニュー開発、農畜産
物加工販売 

◆新たな農業ブランドの開拓 



 

No 

 

事 業 名 計 画 内 容 年 次 実 施 状 況 効 果 ・ 課 題 今 後 の 展 開 

７ 
まちづくり委員会活
動事業 

町民組織である「まちづく
り委員会」（43 名）による
先進事例研究や本町のまち
づくり分析と提言などの活
動、また、まちづくり委員
会からの提言に基づく、住
民参画ビジョンの策定と住
民参画によるまちづくりの
実践、さらに提言事業の具
現化 

初 年 度（21） 

まちづくりアドバイザーの配置、ま
ちづくり委員会の開催（９回）、先
進地調査、まちづくり提言（２回）
など 
 

【効果】 
住民自治への理解浸透、まちづく
り意欲の醸成 
【課題】 
まちづくり委員会から住民参画の
仕組みを具体化すべきとの提言
があり、まちづくり委員会が発展
的に解散し、新たな組織で活動す
ることとなったため、事業名を変更
し、住民参画ビジョン策定と実践
に取組む 

 

２年度目（22） 

まちづくりアドバイザー招致、住民
参画ビジョンの策定、まちづくり推
進会議の立ち上げ、まちづくり委
員会提言事業の具現化（町内移
動交通システムの構築、地産地
消の推進）、地域主権に対応した
住民自治実現に向けた研究活動
支援 

【効果～追加分】 
町民のまちづくり意欲の向上 
【課題】 
住民参画のさらなる推進 
限界集落など、地域内格差の解
消 

 

３年度目（23）   
◆住民参画型のまちづくり推進 
◆まちづくりアドバイザー招致 
◆限界集落対策の検討 

 


